
昭和29年度国民栄養調査成績について

　　　　　　栄養課

昭和29年度における国民栄養調査成績は、昭和28年度に比して著しい変化は認められないが、食

品のとり方と体位の向上等に若干の改善のあとがみられる。これをやや詳細に見れば次の通りである。

1　栄養摂取量は熱量及び蛋白質、動物性蛋白質については、全国、都市及び農村とも殆んど差がみ

られないが、何れも脂肪に若干の増加がみられる。

2　食品摂取量については、全国的には米が減少し小麦及び大麦が増加しているが粉食奨励の結果

都市は小麦が増加し、農村では大麦が増えている。

　いも類では全国的に増加しており都市は馬鈴薯が増え農村では甘藷の使用が増加して来ている。

砂糖及び油脂類は全国を通じて増加しているが、農村はやや停滞の傾向にある。豆類については

都市、農村とも変化が認られないが、動物性食品については農村は若干増加し特に乳及び乳製品の

増加が著明であり、都市にあっては肉、卵、乳類が増え、魚介が減少しており全体的には若干減少して

いる。野菜果実その他については若干増加の傾向がみられる。

3　身体症候については、都市が減少しているにも抱らず、農村では増加し、全国的にはかえって増え

る傾向にあり、特に口角炎及び腱反射消失については、この傾向が強い。

4　体位（身長、体重、胸囲、座高）については全国的に都市、農村とも好転しているが、農村における発

育状態は、都市より劣っている。

5　むすび



栄養摂取量については、脂肪の増加が見られる外、他は殆んど変化なく、食品のとり方については、

米の減少、麦類、いも類、油脂類及び乳等の増加がみられ他は殆んど変化がないが、全体的には食

糧構成の改善の傾向がみられる。然し乍ら栄養的欠陥に関する症候の農村における増加或は体位の

低劣は農村の食糧構成が依然として不良であることを示している。



摂取栄養量　〔1人1日当り〕

昭和29年度　　　　　　　　　　　　昭和28年度

全国　　　全都市　　郡部　　　　全国　　　全都市　　郡部

成人換算率
蛋白質

熱量

　計
蛋白質

脂肪

含水炭素

熱量

カルシウム

無機質 燐

鉄

A

B1ビタミン

B2

C

動物性

植物性



　食品群別摂取量
（一人一日当り）単位＝g

食品群別
昭和29年度　　　　　　　　　　昭和28年度

全国　　　　全都市　　　　群部　　　　全国　　　　全都市　　　　群部

穀類
　米
大麦

小麦
雑穀

堅果類

いも類
甘藷
馬鈴薯

その他芋類

砂糖類
油脂類

豆類

大豆

味噌
大豆製品

その他豆類

魚介類 生物
乾物

獣鳥肉類
卵類
乳及び
乳製品

　乳
乳製品

緑黄色野菜類
柑橘類
その他の果実類
その他の野菜類
海藻類
乾燥野菜類
野菜漬物

調味嗜好品 醤油
その他

合計



身体症候発現率表

昭和29年度　　　　　　　　　　　　　　昭和28年度

全国　　　　　全都市　　　郡部　　　　全国　　　　　全都市　　　郡部
症候別

貧血

毛孔性角化症

口角炎

腱反射消失

浮腫

慢性胃腸障害

徐脈

月経還及び無月経

母乳分泌不良

健康者

有症者



身長、体重、胸囲、坐高の平均値
（全国男子）

年令
身長　　　　　　　　　体重　　　　　　　　胸囲　　　　　　　　　坐高

昭和29年 　昭和28年　 昭和29年　 昭和28年　 昭和29年　 昭和28年　 昭和29年　 昭和28年



身長、体重、胸囲、坐高の平均値
（全国女子）

年令
身長　　　　　　　　　体重　　　　　　　　胸囲　　　　　　　　　坐高

昭和29年 　昭和28年　 昭和29年　 昭和28年　 昭和29年　 昭和28年　 昭和29年　 昭和28年



昭和24年度2月　国民栄養調査一人一日当り食品群別栄養摂取状況成績

Strata　　　　　東京都　　　　　　　11都市　　　　　　其の他の都市　　　　　　　農村　東京鉄道局　秋田鉱山　4炭坑

農家　　非農家　　計

穀類

　米

大麦

小麦

雑穀

　計

堅果類

いも類

甘藷

馬鈴薯

其の他芋類

　計

砂糖類

油脂類

豆類

大豆

大豆の製品

其の他豆類

　計

魚介類

獣鳥肉類

卵類

牛乳及製品

　計

緑色黄色野菜類

柑橘類

其の他果実類

其の他野菜類

　　計

海藻類

乾燥類

野菜漬物

　　計

調味嗜好品

一人一日当り計



P.1 （昭和24年2月実施）
国民栄養調査成績 （Strata別）摂取量調査

Strata 東京　　　　　　11都市　　　　　其の他都市　　　　農村　東京鉄道局　秋田鉱山　四炭鉱

農家　非農家　計

調査世帯数

調査世帯員数

成人換算率
蛋白

熱量

蛋白質

動物性

植物性

合計

脂肪

含水炭素

熱量

配給

自由購入

自家生産

其の他

合計



3 国民栄養調査　身体的発現症候成績 （昭和24年2月実施）

東京　　　　　11都市　　　其の他都市　　　農村　　　　東京鉄道局　　秋田鉱山　　　　4炭坑

性別　　　　　M　　F　　T
被調査人員数

貧血 実数

　％

毛孔性

角化症

角膜

乾燥症

口角炎

舌炎及

口内炎
腱反射

消失

浮腫

慢性下痢

被調査人員数

徐脈

被調査人員数

月経遅延又ハ
無月経
被調査人員数
母乳分泌
不良

性別

被調査人員数

健康者

有症者

（註）性別欄中　M＝男，F＝女，T＝計ヲ表ハス



身長・体重平均値及ビ標準偏差表　　　　　　　　　　　昭和24年2月実施

Strata　　　　　　　　　　　　　東京都

年
令

被
調
査

人
員

男 被
調
査

人
員

女
身長　　　　　体重 身長　　　　　体重

平均値　標準偏差　平均値　標準偏差 平均値　　標準偏差　平均値　　標準偏差



No.5　　身長・体重平均値及ビ標準偏差表　　　　　　（昭和24年2月実施）

Strata　　　　　　　11都市

年
令

被
調
査

人
員

男 被
調
査

人
員

女

身長　　　　体重 身長　　　　体重

平均値　標準偏差　平均値　標準偏差 平均値　標準偏差　平均値　　標準偏差



No.6　　身長・体重平均ノ値及ビ標準偏差表　（昭和24年2月実施）

Strata　　　　其の他都市

年
令

被
調
査

人
員

男

被
調
査

人
員

女

身長　　　　　体重 身長　　　　　体重

平均値　標準偏差　平均値　標準偏差 平均値　標準偏差　平均値　標準偏差



No.7　　身長・体重ノ平均値及ビ標準偏差表　（昭和24年2月実施）

Strata　　　　　　　農村

年
令

男 女

被
調
査

人
員

被
調
査

人
員

身長　　　　　体重 身長　　　　　体重

平均値　標準偏差　平均値　標準偏差 平均値　標準偏差　平均値　標準偏差



No.8　　体重、過重、過軽表
東京　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11都市　　　　　　　（昭和24年2月実施）

年
令

性
別

調
査

人
員

性
別

調
査

人
員

標準範囲　　　過軽　　　　　　過重　　　　　　　　　　　　　　標準範囲　　　過軽　　　　　　　　過重

実数　％　 実数　％　 平均

男
女
計

合
計



　　　　　体重、過重、過軽表
其の他都市　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　農村　　　　　　　　　　　（昭和24年2月実施）

年
令

性
別

調
査

人
員

性
別

調
査

人
員

標準範囲　　　過軽　　　　　　過重　　　　　　　　　　　　　　標準範囲　　　過軽　　　　　　　　過重

実数　％　 実数　％　 平均

男
女
計

合
計
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